
 概要  

標題 

ボツリヌス A 型菌（芽胞）に対する殺菌効果試験  株式会社テックコーポレーション 技術部 山本 英明 試験目的   電解水衛生環境システム「守る水」(ESS-300)から生成される酸性電解水とナノバブル 電解水生成システム「アクアパワー・ナノ」（ENB-30）から生成されるナノバブル酸性 電解水が、芽胞菌に対して、殺菌効果があるか確認する。 試験機関   一般社団法人 日本食品分析センター ※農林水産省認可、厚生労働省登録検査機関 試験期間   2013 年 9月 25 日～10 月 11 日 検体     次亜塩素酸ナトリウム（NaClO）500ml    pH10.45 有効塩素濃度 195ppm               酸性電解水（EAW）500ml          pH2.85 有効塩素濃度 30ppm               ナノバブル酸性電解水（NB-EAW）500ml   pH3.21 有効塩素濃度 30ppm ※段原研修センター「守る水」(ESS-300)「アクアパワー・ナノ」（ENB-30）より採取後、 日本食品分析センターへ発送 試験菌    ボツリヌス A型菌（＊1）    試験区分   ①対照_精製水 ②NaClO ③EAW ④NB-EAW ※それぞれ、開始時,1,3,10 分後の菌数測定。 試験方法   1)試験菌を TP培地で 7日間嫌気培養。及び遠心分離と加熱処理を加える。（*2）        2)検体 10ml に試験菌液 0.1ml 接種し、試験液とした。        3)接種 1,3,10 分後、試験液を SCDLP 培地で 10 倍希釈し、生菌数培地を用いて測定した 試験結果   酸性電解水とナノバブル酸性電解水は、菌液接種後、1分間で検出限界以下となった。 また対象とした次亜塩素酸ナトリウムは、1,3 分間で約 46%、10 分間でも約 96%の殺菌効果 であった。                

 生菌数（cfu/ml）  開始時 1 分後 3 分後 10 分後 対照 NaClO EAW NB-EAW 8.7×105 8.5×105 4.5×105 ＜ 10 ＜ 10 1.2×106 4.6×105 ＜ 10 ＜ 10 3.8×105 3.6×104 ＜ 10 ＜ 10 012
345
67

対照 NaClO EAW NB-EAW

生生生生菌菌菌菌数数数数((((llllooooggggCCCCFFFFUUUU////mmmmllll)))) 開始時1分後3分後10分後

報告書番号：13088149001-01 号 

*１  ボツリヌス菌は、グラム陽性の変性嫌気性菌。土中や河川、海や沼の泥などから分離され、熱に強く芽胞を形成する。一定の発育条件を満たすと毒素を産生し、現在知られている自然界の毒素の中で、最強の毒素と言われている。抗原により A～G 型まであり、A、B、E 型菌による食中毒事故が多い。発生は少ないが、いったん発症すると重篤化してしまう。毒素の無害化には 80℃30 分の過熱を要する。 *２ 菌の芽胞形成を行う為、嫌気性条件下で発育させ、また、その他菌を発育させないよう、選別を行った。 
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